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訪問リハビリテーション

●10年目をむかえて ～ 青木主任 VS 小松課長 対談

●訪問リハビリの状況報告、スタッフ紹介

岡山理事長 ～新年の挨拶

特集
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訪
問
リ
ハ
ビ
リ
開
設
十
年
目
を
迎
え
て

対
談

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

小
松
課
長

×

青
木
主
任

“地域で、元気に、いつまでも”をモットーに掲げるリハビリテー
ション科。今年訪問リハビリは開設10年目を迎えます。
今回は立ち上げにかかわったリハビリ科小松課長と訪問リハビ
リ管理者の青木主任との対談企画です。

小
松

今
回
は
青
木
主
任
に
お
話
し

を
伺
う
形
で
対
談
を
進
行
さ
せ
て
も

ら
い
ま
す
。
ま
ず
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の

概
要
を
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

青
木

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
で
は
、
い
つ

ま
で
も
住
み
慣
れ
た
家
で
暮
ら
せ
る

よ
う
に
、
ご
家
庭
で
必
要
と
な
る
動

作
の
再
獲
得
を
め
ざ
し
た
運
動
を
し

た
り
、
環
境
設
定
、
介
護
方
法
の
助

言
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

小
松

早
い
も
の
で
も
う
十
年
目
。

二
人
で
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
、
地
域
の

事
業
所
を
回
っ
た
こ
と
が
懐
か
し
い

で
す
ね
。

青
木

そ
う
で
す
ね
。
開
設
時
期
が

冬
だ
っ
た
の
で
、
凍
え
な
が
ら
走
っ

て
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
（
笑
）

小
松

十
年
前
と
現
在
と
の
変
化
を

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

青
木

以
前
は
年
齢
層
が
高
め
だ
っ

た
印
象
で
す
が
、
直
近
で
は
比
較
的

若
い
方
や
、
軽
度
（
要
支
援
）
の
方

も
増
え
て
き
た
印
象
で
す
。

小松 顕
Akira Komatsu

青木 宏
Hiroshi Aoki

療養部 課長 作業療法士

大阪医療福祉専門学校
佛教大学教育学部卒
障害者作業所、認知症デイケアを
経験後、平成１８年に就職
リハビリテーション科総合管理者

リハビリ科 主任 理学療法士

了徳寺学園専門学校卒業
関東の整形外科クリニック勤務後、
平成２５年に就職
現在訪問リハビリ管理者

小
松

退
院
直
後
の
方
、
が
ん
末
期

の
方
へ
の
支
援
も
増
え
ま
し
た
ね
。

青
木

少
し
ず
つ
で
す
が
、
ご
依
頼

件
数
も
増
加
し
、
現
在
の
登
録
数
六

十
名
を
超
え
ま
し
た
。
目
標
達
成
し

て
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
可
能
と
な

り
卒
業
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い

い
ま
す
。

小
松

今
年
度
は
二
十
二
の
居
宅
支

援
事
業
所
か
ら
ご
依
頼
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
、
着
実
に
地
域
に
根
づ
い

て
き
た
感
じ
が
し
ま
す
ね
。

青
木

本
当
に
あ
り
が
た
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。



青
木

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
は
施
設
内
と

違
い
一
人
で
対
応
す
る
の
で
、
状
態

把
握
に
は
心
が
け
て
い
ま
す
。
前
回

と
の
違
い
や
表
情
の
変
化
な
ど
早
く

つ
か
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
初
期

の
頃
に
う
け
た
緊
急
時
対
応
や
ア
セ

ス
メ
ン
ト
の
研
修
は
と
て
も
役
立
っ

て
い
ま
す
。

小
松

そ
の
他
に
施
設
内
の
リ
ハ
ビ

リ
と
の
違
い
を
感
る
と
こ
ろ
は
あ
り

ま
す
か
？

青
木

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
は
実
際
の
生

活
の
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

ご
家
族
と
一
緒
に
体
操
し
た
り
、
介

護
方
法
で
困
っ
て
い
る
こ
と
を
一
緒

に
練
習
し
て
み
た
り
、
様
子
を
繰
り

返
し
見
て
も
ら
い
、
共
有
で
き
る
と

こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
松

こ
れ
ま
で
で
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
れ
ば
教
え

て
も
ら
え
ま
す
か
？

青
木

長
期
で
支
援
し
て
い
た
一
人

暮
ら
し
の
ご
利
用
者
様
で
す
が
、
お

話
し
な
が
ら
体
操
し
た
り
、
屋
外
歩

行
練
習
を
し
た
り
、
比
較
的
元
気
な

方
で
し
た
。
し
か
し
、
ち
ょ
っ
と
し

た
体
調
悪
化
に
よ
り
入
退
院
を
繰
り

返
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
在
宅
生
活

が
困
難
と
な
り
、
施
設
入
所
と
な
り

ま
し
た
。
も
う
少
し
何
か
で
き
る
こ

と
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と…

。

最
後
に
一
言
挨
拶
し
て
お
き
た
か
っ

た
で
す
ね
。
ま
た
一
回
一
回
の
リ
ハ

ビ
リ
を
大
切
に
し
た
い
と
強
く
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

小
松

本
当
に
そ
う
で
す
ね
。
一
期

一
会
で
は
な
い
で
す
が
、
今
で
き
る

こ
と
を
精
一
杯
や
り
た
い
で
す
ね
。

で
は
、
最
後
に
今
後
の
抱
負
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い

バイクで地域を回っています
（高田昌幸 理学療法士）

小
松

具
体
的
に
支
援
内
容
に
傾
向

や
特
徴
は
あ
り
ま
す
か
？

青
木

一
番
多
い
依
頼
と
し
て
は
、

家
屋
内
で
の
転
倒
予
防
や
移
動
能
力

の
向
上
で
す
。
次
い
で
屋
外
へ
の
外

出
支
援
、
寝
た
き
り
傾
向
の
方
へ
の

運
動
機
会
確
保
や
関
節
拘
縮
の
予
防
、

疼
痛
緩
和
等
に
な
り
ま
す
。

小
松

と
こ
ろ
で
日
々
の
臨
床
で
心

が
け
て
い
る
こ
と
や
、
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

青
木

そ
れ
は
な
に
よ
り
も
礼
節
で

す
ね
。
開
始
当
初
は
、
人
の
家
に
あ

が
る
こ
と
に
緊
張
し
す
ぎ
て
ま
し
た

け
ど…

。
や
は
り
、
元
気
に
笑
顔
で

挨
拶
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。

小
松
：
な
る
ほ
ど
、
ス
キ
ル
よ
り
挨

拶
や
礼
儀
で
す
ね
。
招
か
れ
ざ
る
客

に
な
ら
な
い
よ
う
に
私
も
注
意
し
ま

す
（
苦
笑
）

寝たきり予防の体操

青
木

当
事
業
所
の
特
徴
と
も
い
え

る
、
入
所
と
通
所
と
訪
問
と
い
っ
た

切
れ
目
も
垣
根
も
な
い
リ
ハ
ビ
リ

サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
強
化
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
松

そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
も

ス
キ
ル
向
上
や
教
育
に
力
を
入
れ
る

と
と
も
に
、
新
た
な
人
材
確
保
へ
む

け
て
励
む
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

外出支援：神社への参拝中

訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
特
異
性

今
後
の
展
望
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利用経過年数

フェアウインドきの訪問リハビリでは、左
京区・北区にお住まいの方々にご利用いただ
いており、現在は登録数60名を超えました。
介護度の軽い方は外出能力の向上、中等度
の方は自宅内移動の向上、重度の方は拘縮褥
瘡予防など、幅広く目的に応じた支援をさせ
ていただいております。
社会参加支援に力をいれるとともに、「地
域で元気にいつまでも」をモットーに暮らし
につながるリハビリを提案します。

青木 宏

小松 顕

高田 昌幸

訪問リハビリスタッフ紹介

中村 美奈美

デイケアを担当して
いますが、週に1度訪
問に出ています。皆
さんの元気な生活を
応援します！

作業療法士

Minami NakamuraAkira Komatsu

Masayuki TakadaHiroshi Aoki

理学療法士理学療法士

作業療法士

訪問リハビリ開設か
ら10年目！これから
も地域の暮らしを支
えるリハビリに力を
入れます！

地域と皆様と共に歩
んで10年を迎えます。
私たちにできること
を精一杯提供させて
いただきます。

屋根付きバイクで
走っています！元気
よく身体を動かせる
ような提案をさせて
いただきます！

地域で
元気に
いつまでも！

リハビリ科モットー



Fairwind Kino｜ Information

全国老健大会に参加京都府老健大会で発表

23年度 文化祭を開催

10月20日に京都府介護老人保健施設大会
が開催されました。コロナ禍において4
年ぶりとなる集合型での大会となりまし
た。当施設からも「Let’ｓ Try ～見えな
い敵と戦う」として、昨年度の感染症勉
強会の成果について、3階の端介護士と
西谷主任より発表していただきました。

宮城県にて全国老人保健施設大会が11月
21・22日に開催され、当施設からリハビ
リ科の小松・新、事務長の宇都宮の計3
人で参加しました。今回はクラスター時
のリハビリ科の取り組みについて報告。
また小松課長はセッション座長を拝命し、
宇都宮事務長は、介護老人保健施設事業
者厚生労働大臣表彰を授与されました。

秋のレクリエーション！

施設で文化祭が開催されました。毎年北
稜高校生の写真や絵画を展示させていた
だいています。
ご利用者様がかつて制作した作品や、レ
クリエーションで作った壁アートなどを
1階フロアに展示し、文化の秋を堪能い
たしました。

今年の秋のレクリエーションは、積極的
です。各フロアでの運動会やハロウィン
イベント、2階では買い物レクなど外出
企画も再開しました。
たくさん動いて、たくさん食べて、いつ
までも元気で楽しい生活をめざします！



【新人スタッフ紹介】

応援よろしくお願いします(^^)/

日々の様子をFacebookで続々更新中です！
是非ご覧ください！

施設ホームページ

療養部2階介護
寺谷司郎

療養部３階介護
平島寛子

管理栄養士
井石優未

明けましておめでとうございます。
皆様におかれましては健やかに新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。

まだ完全終息には至っておりませんが、４年に亘って苦しめられたコロナ禍での
生活でしたが、段々と平常に戻ってきたと感じるようになってきました。京都で
はコロナ前以上に外国人観光客が増え、各種イベントも開催されるようになって
きています。
昨年を振り返りますに、世界的にも温暖化のためか異常気象が多発した一年で

した。気象庁始まって以来の酷暑ともいえる暑い日が続きました。世界中でも紛
争や戦争が絶えません。今までには想像できなかったことが起きても不思議では
無い時代になってきています。
私どもといたしましては、利用者の皆様に安心して過ごしていただけるよう、

あらゆる突発的な事象にも対応できるように、当施設だけでなく、法人全体の組
織力を生かし対応できるように努めてまいります。今年はいい年になることを祈
念して、新年の挨拶とさせていただきます。

岡山理事長 新年のあいさつ

2024年1月吉日

理事長 岡山好男

介護助手
岡本勝文

9月からお世話になってお
ります。まだまだ慣れない
ことが多いですが、先輩方
の親切な指導や、利用者様
の優しいお声掛けに感謝し
ています。緑深い穏やかな
環境に日々癒されています。
よろしくお願いいたします。

入社して3か月。皆さんか
らのやさしい指導のもと、
少しずつ慣れて、やり甲斐
を感じています。利用者様
の人気者になれるよう、明
るく働きたいと思っていま
す。皆さんよろしくお願い
申し上げます。

以前はドラッグストアで管
理栄養士として働いていま
したが、より専門的に知識
を活かしたいと思い転職し
ました。まだまだ分からな
いこともたくさんあるので、
しっかり学んで頑張ってい
きます。よろしくお願い致
します。

11月に就職し、諸先輩方の
ご指導をいただきながら勉
強中です。利用者様からの
励ましの言葉が元気の源！
今年は辰年、龍のごとく
「上へ！上へ！昇る！」で
頑張りたいと思います。ど
うぞよろしくお願いします。
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